研修出張様式４


研修報告書

	所　　属　　南寿の里 雲の家  職　種　介護員 　氏　名  川村 望

	期　　間　　平成22年7月9日　

	出張目的    福祉施設ボランティアコーディネーター養成講座参加の為

	出 張 先    八戸市総合福祉会館

	【考察】

 まず今回の研修に参加して感じた事は、ボランティアを受け入れるにあたって職員間のボランティアに関する知識を高めていかなくてはならないと感じました。ただボランティアを受け入れるのではなく、施設側とボランティア側と両方のメリット、デメリットを認識したうえで職員全員でボランティア対応をしていくべきだと感じました。

 また、ボランティア体制を整える事によって、個々のボランティアにあったプログラムを作成する事が出来、継続的にボランティアに参加して頂けると共に施設側職員とボランティアとの信頼関係も築け、入居者様にもより良い生活の場、コミュニケーションの場を提供できるのでは無いかと考えました。特に必要だと感じた事は、ボランティア前に行うオリエーテーションだと思います。ボランティアを行なう前の事前確認と、ボランティア側の要望等を聞く事も出来、そのボランティアに合った内容で実際に当日進めていけるからです。今回学んだ事を南寿の里でも活かし、よい環境でボランティアを受け入れ活動実施していきたいと思います。

【研修要綱】


『施設でボランティアを受け入れる意義』

1 啓発…福祉施設や利用者理解の促進

2 地域社会との架け橋…地域との隔たりを取り除く。施設の社会化、ノーマライゼーションの促進

3 付加価値…ボランティアの参加によるアメニティ部分の充実

4 オンブズマン機能、住民参加…運営とサービスの透明性

5 サービスの質・量の拡充

『ボランティアにとっての意義』

1 社会貢献

2 施設・サービスに対する理解の促進

3 実習（技術習得・サービス理解の促進）

4 教育・生涯学習（体験学習）

5 精神的リハビリテーション（社会復帰の場）

『ボランティア活動の流れ』

はじめに…ボランティアのプログラムを作成

1 参加の呼びかけ

2 ボランティア登録（個人情報管理には十分に注意）

3 マッチング（ボランティアの配置）

4 的確なオリエーテーション（最低限の約束事のお知らせ）

5 施設内の研修会実施（事前準備とスキルアップ）

6 実践

7 評価

· 記録が全てではないが誰が担当になっても情報共有できるシステム作りが大切

『プログラムの設計』

1 目的…なぜ、ボランティア？

2 活動する内容…具体的な内容は？

3 活動主体…誰が？誰を？

4 活動の場所…どこで？

5 活動日・時間・頻度…曜日、時間帯

6 活動までの手順…準備から実施までどのように行なうの？

7 活動にかかるコスト…活動費、保険料、会議・ミーティング費用等

『オリエーテーションの実施』

具体的な注意事項

· 受け入れる際の基準（必要な物、時間、人数など）

· 活動する前のオリエーテーション

· ボランティア活動保険への加入

· 苦情を解決する仕組み作り（リスクマネージメントも含む）

『ボランティアの受け入れ基盤整備①』

1 まずは施設長の考え次第

《ポイント》

トップの理解がないと、なかなか難しいのが現実

柔軟な体制作りの為にはまずは３Ｈから！！

· ゴールトン・ハミルトン

①あたたかいこころ   ②冷静な判断    ③すぐれた技能

    （heart）            (head)           (hand)

⇒基本方針が事業計画に明文化されているかチェック！！

『ボランティア受け入れの基盤整備②』

2 職員への共通認識・共通理解の必要性

《ポイント》

理念としての理解ではなく、納得している事が必要！！

· ボランティアに関する研修や勉強会などを実施する事も有効

⇒職員共通のマニュアルがあるかチェック！！

『ボランティアの受け入れの基盤整備③』

3 利用者の権利を守る

《ポイント》

利用者にとっては「生活の場」である

※ボランティア研修などを実施して利用者の権利を大切にした活動ができるようにサポートする体制づくりが大切！！

『ボランティアの受け入れ基盤整備④』

4 ボランティアと職員の対等で良好な関係作り

《ポイント》

両者間に誤解や愚痴、不満がないように！！

◆コーディネーターのような役割・機能を果たせるようなシステムを作ることが大切！！
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